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Examination of the stage version of The Curtain Rises
（Original script : Oriza Hirata ; director : Katsuyuki Motohiro）

MATSUMOTO, Katsuya

Abstract

　　The aim of this paper is to examine the stage version of The Cur-
tain Rises from multiple perspectives such as plays and performances. In 
particular, I focused on Oriza Hirata, who was involved in writing the 
script.
　　In Chapter 1, I introduce his work and organize the comments of the 
people involved in the workshop that took place prior to the movie and 
the stage play.
　　In Chapter 2, I examine how the transition from novel to film, and 
from film to theater, was based on the mixed media of The Curtain Ris-
es.
　　In Chapter 3, I discuss the story, pointing out theatrical features 
based on particular scenes, and highlight the theme of the growth of the 
characters.
　　Finally, in Chapter 4, I focus on the episode dealing with the Great 
East Japan Earthquake and the characters of Nakanishi, which were 
added in the stage version of The Curtain Rises, and consider its effects 
on the entire play.
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舞
台
版
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幕
が
上
が
る
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＝
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田
オ
リ
ザ
、
演
出
＝
本
広

克
行
）
を
読
む
／
観
る

松　

本　

和　

也

Ⅰ

　

劇
団
・
青
年
団
の
主
宰
で
、
劇
作
家
・
演
出
家
の
平
田
オ
リ
ザ
は
、
二
〇
一
二
年
、
小
説
『
幕
が
上
が
る
』（
講
談
社
）
を
上
梓

し
た
。
そ
の
概
要
は
、
出
版
社
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

北
関
東
の
高
校
に
通
う
さ
お
り
は
、
演
劇
部
最
後
の
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
姫
キ
ャ
ラ
の
ユ
ッ
コ
、
黙
っ
て
い
れ
ば

可
愛
い
ガ
ル
ル
、
天
才
・
わ
び
助
ら
と
共
に
、
年
に
た
っ
た
一
度
の
大
会
に
挑
む
。
目
指
す
は
地
区
大
会
突
破
。
そ
ん
な
時
、

学
校
に
新
し
い
先
生
が
や
っ
て
来
た
。
東
京
の
大
学
で
演
劇
を
や
っ
て
い
た
と
い
う
ス
ッ
ゴ
イ
美
人
。「
何
だ
、
小
っ
ち
ゃ
い

な
、
目
標
。
行
こ
う
よ
、
全
国
」。
え
？　

す
べ
て
は
そ
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
。
高
校
演
劇
は
負
け
た
ら
終
わ
り
。
男
子
よ

り
も
、
勉
強
よ
り
も
大
切
な
日
々
が
幕
を
開
け
る
。
地
方
の
高
校
演
劇
部
を
舞
台
に
、
一
途
な
思
い
が
ぶ
つ
か
り
、
交
差
し
、
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き
ら
め
く
。
劇
作
家
・
平
田
オ
リ
ザ
が
満
を
持
し
て
放
つ
初
め
て
の
小
説
。
誰
も
が
待
っ
て
い
た
文
化
系
青
春
小
説
の
金

字
（
1
（

塔
！

　

右
に
示
さ
れ
た
と
お
り
、
小
説
『
幕
が
上
が
る
』
は
高
校
演
劇
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
作
品
づ
く
り
（
の
困
難
と
そ
の
超
克
）
を

縦
糸
に
、
顧
問
の
教
員
も
含
め
た
人
間
関
係
を
横
糸
に
織
り
あ
げ
ら
れ
た
青
春
小
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
登
場
人
物
た
ち
の
成

長
が
同
作
の
主
線
と
な
る
が
、
そ
れ
が
演
技
や
演
出
を
は
じ
め
と
し
た
演
劇
部
の
活
動
を
通
じ
て
書
か
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
ま
ず

は
本
作
の
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
特
徴
は
、
作
者
・
平
田
オ
リ
ザ
の
企
図
で
も
あ
っ
た
。『
幕
が
上
が
る
』
を
《
高
校
演
劇
に
懸
け
る
純
粋
な
女
子
高
生

の
想
い
を
真
っ
直
ぐ
に
描
き
出
し
た
王
道
の
青
春
小
説
》
だ
と
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
は
、《
演
出
家
と
い
う
仕
事
》
や

《
演
出
家
が
本
当
は
何
を
考
え
て
い
る
も
の
か
》
を
広
く
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
平
田
の
ね
ら
い
に
く
わ
え
、
次
の
平
田
発
言

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「〔
略
〕『
幕
が
上
が
る
』
は
部
長
の
さ
お
り
が
、
演
出
家
と
し
て
成
長
し
て
い
く
一
人
称
視
点
の
お
話
。
そ
う
い
う
語
り
口
は

珍
し
い
し
、
そ
れ
が
書
け
る
の
は
た
ぶ
ん
僕
し
か
い
な
い
。
さ
ら
に
演
劇
は
総
合
芸
術
で
す
。『
幕
が
上
が
る
』
に
も
出
て
く

る
詩
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
学
校
の
先
生
、
自
然
の
風
景
…
…
身
の
回
り
の
様
々
な
も
の
か
ら
刺
激
を
受
け
て
演
劇
が
出
来
上
が

っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
志
す
子
た
ち
に
感
覚
と
し
て
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
書
い
て
い
ま
し

（
2
（

た
」
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さ
ら
に
、
主
人
公
と
な
る
演
出
家
の
さ
お
り
に
即
し
た
、
次
の
よ
う
な
読
書
体
験
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

『
幕
が
上
が
る
』
に
は
演
劇
部
員
が
大
会
で
上
演
す
る
劇
中
劇
と
し
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
が
登
場
す
る
が
、
演
出
家
で
あ
る

さ
お
り
は
宮
沢
賢
治
の
原
作
を
、
い
か
に
自
分
た
ち
が
作
品
に
リ
ア
ル
な
気
持
ち
で
向
き
合
え
る
よ
う
に
で
き
る
か
を
熟
考
し
、

内
容
を
改
め
な
が
ら
演
出
家
と
し
て
の
使
命
を
ま
っ
と
う
し
て
い
く
。
そ
の
姿
勢
は
熱
く
、
劇
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
は
感

動
的
。
実
作
品
を
通
じ
て
、
舞
台
が
ど
う
作
ら
れ
て
い
く
の
か
も
リ
ア
ル
に
受
け
止
め
ら
れ

（
3
（

る
。

　

つ
ま
り
、『
幕
が
上
が
る
』
が
部
活
動
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
青
春
小
説
一
般
と
異
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
演
劇
を
つ
く
っ
て
い
く
過

程
が
、
演
出
家
の
立
場-

視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

好
評
の
う
ち
に
『
幕
が
上
が
る
』
が
文
庫
化
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
の
映
画
化
、
さ
ら
に
は
二
〇

一
五
年
五
月
の
舞
台
化
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
展
開
も
発
表
さ
れ
、
双
方
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
に
は
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ

ー
Ｚ
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
映
画
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
確
認
し
て
お
く
。

　

映
画
版
『
幕
が
上
が
る
』（
監
督
＝
本
広
克
行
、
脚
本
＝
喜
安
浩
平
、
原
作
＝
平
田
オ
リ
ザ
）
は
、
二
〇
一
五
年
に
公
開
さ
れ
、

第
39
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
話
題
賞
俳
優
部
門
な
ど
を
受
賞
し
た
。
出
演
は
、
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
（
百
田
夏
菜
子
、
玉
井
詩

織
、
高
城
れ
に
、
有
安
杏
果
、
佐
々
木
彩
夏
）
の
ほ
か
、
新
任
教
師
と
し
て
演
劇
部
の
指
導
に
あ
た
る
吉
岡
先
生
役
と
し
て
黒
木
華
、

顧
問
の
溝
口
先
生
役
と
し
て
ム
ロ
ツ
ヨ
シ
、
演
劇
部
部
員
役
と
し
て
伊
藤
沙
莉
、
吉
岡
里
帆
、
芳
根
京
子
ら
が
出
演
し
て
い
る
。
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そ
の
後
、
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
は
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
の
ま
ま
、
し
か
し
、
脚
本
を
平
田
オ
リ
ザ
、
演
出
を
本
広
克
行
が
担
当

す
る
か
た
ち
で
、『
幕
が
上
が
る
』
は
舞
台
化
の
運
び
と
な
る
。
公
演
日
程
は
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
～
二
四
日
、Zepp

ブ
ル
ー
シ

ア
タ
ー
六
本
木
（
九
〇
一
席
）
に
て
上
演
、
全
二
七
ス
テ
ー
ジ
が
組
ま
れ
た
。
そ
の
際
、
パ
ル
コ
・
ス
テ
ー
ジ
Ｈ
Ｐ
で
は
、
次
の
よ

う
に
紹
介
さ
れ
た
。

平
田
オ
リ
ザ
×
本
広
克
行
×
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ

小
説
か
ら
映
画
、
そ
し
て
舞
台
へ

映
画
と
同
時
上
演
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
こ
こ
に
完
結
！

い
よ
い
よ
舞
台
「
幕
が
上
が
る
」
の
幕
が
上
が
る
！

二
〇
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
弱
小
の
高
校
演
劇
部
を
舞
台
に
描
か
れ
た
青
春
群
像
小
説
「
幕
が
上
が
る
」。

こ
の
小
説
に
ぞ
っ
こ
ん
惚
れ
込
ん
だ
『
躍
る
大
捜
査
線
』
シ
リ
ー
ズ
の
本
広
克
行
が
映
画
を
監
督
、
そ
し
て
舞
台
を
演
出
し

ま
（
4
（

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、『
幕
が
上
が
る
』
が
相
次
い
で
映
画
化
、
舞
台
化
さ
れ
て
い
く
の
に
先
立
ち
、
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
は

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
発
案
・
依
頼
し
た
の
は
本
広
克
行
、
実
際
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

講
師
を
務
め
た
の
は
平
田
オ
リ
ザ
で
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
図
や
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
平
田
が
次
の
よ
う
に
振
り

返
っ
て
い
る
。
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「
本
広
さ
ん
か
ら
の
依
頼
は
、
こ
の
映
画
自
体
が
演
劇
を
題
材
に
し
て
い
る
の
で
、
演
劇
を
作
る
過
程
や
そ
の
考
え
方
み
た
い

な
も
の
を
伝
え
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
キ
ス
ト
を
渡
し
て
そ
の
先
の
セ
リ
フ
を
二
言
三
言
考
え
る
と
か
、

本
篇
の
シ
ナ
リ
オ
を
使
っ
て
実
演
し
て
み
た
り
。
一
回
3
～
4
時
間
を
6
回
ぐ
ら
い
や
っ
た
か
な
？　

劇
中
劇
の
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
は
ウ
チ
の
劇
団
員
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
通
し
稽
古
を
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
す
ご
く
刺
激
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

彼
女
た
ち
が
初
め
て
青
年
団
の
芝
居
を
見
た
と
き
は
か
な
り
驚
い
て
ま
し
た
ね
。
感
動
も
し
て
い
ま
し
た
し
。
あ
と
は
『
ち
ょ

っ
と
こ
れ
ム
リ
っ
す
…
…
！
』
み
た
い
な
（
笑
）　

で
も
そ
こ
で
舞
台
俳
優
と
い
う
も
の
に
対
す
る
尊
敬
も
生
ま
れ
た
み
た
い

な
の
で
、
非
常
に
よ
か
っ
た
か
な

（
5
（

と
」

　

ま
た
、
平
田
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
味
に
つ
い
て
、《
ひ
と
つ
は
も
も
ク
ロ
の
演
技
力
向
上
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
も
も
ク
ロ
に

演
劇
の
現
場
の
雰
囲
気
を
実
惑
さ
せ
る
こ

（
6
（

と
》
だ
と
述
べ
て
も
い
た
。

　

な
ら
ば
、
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
を
主
演
に
迎
え
、
舞
台
化
さ
れ
た
『
幕
が
上
が
る
』
は
、
原
作
小
説
や
映
画
と
ど
の
よ
う
な

差
異
が
あ
り
、
い
か
な
る
上
演
を
果
た
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
の
特
徴
を
、
戯
曲
／
上
演
双
方
を
視
野

に
収
め
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
検
討
の
第
一
と
し
て
、
原
作
小
説
／
映
画
版
／
舞
台
版
の
内
容
に
関
わ
る
差
異
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
比
較
の
基
準
と
も
な
る
原
作
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
、
章
構
成
・
時
間
指
標
を
手
が
か
り
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
小
説

『
幕
が
上
が
る
』
は
本
編
一
〇
章
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
挟
み
こ
ん
だ
全
一
二
パ
ー
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公

世
代
（
高
橋
さ
お
り
・
橋
爪
裕
子
・
西
条
美
紀
）
が
二
年
生
の
一
〇
月
、
演
劇
部
は
地
区
大
会
で
敗
退
す
る
（
プ
ロ
ロ
ー
グ　

地
区

大
会
）。
春
に
は
三
年
生
を
送
り
出
し
て
代
替
わ
り
を
迎
え
、
主
人
公
世
代
が
三
年
生
に
な
っ
た
四
月
、
副
顧
問
に
迎
え
た
演
劇
経

験
を
も
つ
吉
岡
先
生
か
ら
全
国
大
会
を
目
指
す
よ
う
奮
起
を
促
さ
れ
、
三
年
生
を
中
心
に
演
劇
部
が
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
る
（
一
、

新
生
演
劇
部
）。
吉
岡
先
生
の
助
言
に
よ
る
、
自
分
の
こ
と
を
芝
居
に
す
る
六
月
の
特
別
公
演
『
肖
像
画
』
の
成
功
を
へ
て
、
演
劇

部
に
は
強
豪
校
か
ら
の
転
校
生
・
中
西
悦
子
が
く
わ
わ
る
（
二
、
中
西
さ
ん
）。
七
月
、
演
劇
部
は
、
大
学
受
験
を
控
え
つ
つ
も
部

活
に
力
を
入
れ
る
方
針
を
再
確
認
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
さ
お
り
は
演
出
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
演
目
は
既
成
の
物
語

を
も
と
に
さ
お
り
が
部
員
へ
の
当
て
書
き
と
し
て
書
き
直
し
て
い
く
こ
と
に
決
ま
り
、
夏
休
み
に
入
る
（
三
、
初
夏
）。
八
月
、
さ

お
り
は
中
西
に
誘
わ
れ
て
、
山
梨
に
高
校
演
劇
の
全
国
大
会
を
観
に
行
き
、
そ
の
帰
路
、
演
目
の
ベ
ー
ス
を
宮
澤
賢
治
『
銀
河
鉄
道

の
夜
』
に
決
め
る
。
そ
の
後
、
県
下
演
劇
部
の
合
同
研
修
会
が
行
わ
れ
る
（
四
、
夏
）。
そ
う
し
た
経
験
を
へ
て
、
さ
お
り
は
悩
み

な
が
ら
も
台
本
を
書
き
あ
げ
、
演
劇
部
で
合
宿
を
行
う
（
五
、
合
宿
）。
九
月
以
降
、
受
験
勉
強
と
の
折
り
あ
い
を
つ
け
な
が
ら
、

演
劇
部
で
は
正
確
を
期
し
た
稽
古
が
つ
づ
け
ら
れ
、
一
〇
月
第
二
週
の
文
化
祭
公
演
は
好
評
を
得
る
（
六
、
初
秋
）。
一
〇
月
第
三
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週
の
地
区
大
会
で
演
劇
部
は
、
課
題
を
残
し
た
も
の
の
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
県
大
会
へ
の
進
出
を
決
め
る
（
七
、
地
区
大
会
）。
そ

の
喜
び
も
束
の
間
、
第
四
週
に
は
、
溝
口
先
生
か
ら
吉
岡
先
生
の
突
然
の
辞
職
が
告
げ
ら
れ
、
部
員
一
同
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
。
試
験
の
た
め
の
部
活
動
禁
止
期
間
に
、
さ
お
り
は
国
語
の
授
業
で
知
っ
た
谷
川
俊
太
郎
の
詩
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
、
台
詞
を
変
え
る
（
八
、
別
れ
）。
一
一
月
第
二
週
、
演
劇
部
は
県
大
会
を
迎
え
、
上
演
は
順
調
に
進
み
、
そ
れ
を

見
守
る
さ
お
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
る
。
終
演
後
、
拍
手
は
鳴
り
や
ま
ず
、
結
果
は
一
位
通
過
（
九
、
県
大
会
）。
そ
の
後
、

一
二
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
一
位
で
通
過
し
た
演
劇
部
は
、
翌
年
の
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
る
（
十
、
冬
）。
最
後
に
エ
ピ

ロ
ー
グ
と
し
て
、
高
校
を
卒
業
し
た
高
橋
ら
四
人
が
、
後
輩
達
が
出
場
す
る
全
国
大
会
の
応
援
へ
と
向
か
う
中
、
現
演
劇
部
や
吉
岡

先
生
の
現
状
が
紹
介
さ
れ
て
、
小
説
は
終
わ
る
（
エ
ピ
ロ
ー
グ　

再
び
の
夏
）。

　

第
二
に
、
原
作
小
説
の
映
画
化
に
際
し
て
は
、
舞
台
と
な
る
高
校
が
北
関
東
（
群
馬
県
の
公
立
高
校
）
か
ら
「
静
岡
県
立
富
士
ケ

丘
高
等
学
校
」
に
変
更
さ
れ
た
ほ
か
、
男
子
も
い
た
演
劇
部
員
が
全
員
女
子
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
系
列
的
に
扱
う
時
間
の
幅-

プ

ロ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
幕
切
れ
は
小
説
版
よ
り
短
く
、
県
大
会
の
幕
が
上
が
る
と
こ
ろ
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
メ
デ
ィ

ア
・
ミ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
次
第
に
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
く
中
西
の
転
校
理
由
に
つ
い
て
、
元
々
は
顧
問
と
の
不
和
が
原
因
と
さ

れ
て
い
た
の
が
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
と
変
更
さ
れ
た
の
は
、
映
画
版
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
映
画
版
か
ら
舞
台
版
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
パ
ル
コ
Ｈ
Ｐ
に
次
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。

映
画
は
喜
安
浩
平
（『
桐
島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
』）
氏
に
よ
り
脚
本
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
舞
台
は
原
作
者
平
田
オ
リ
ザ
氏
自

ら
の
手
に
よ
っ
て
、
舞
台
の
脚
本
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
舞
台
は
こ
の
物
語
の
あ
る
部
分
を
掘
り
下
げ
、
青
春
物
語
を
紡
ぎ
出
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す
予
定
で
す
。

舞
台
版
は
小
説
で
描
か
れ
て
い
る
、
あ
る
一
時
に
焦
点
を
当
て
、
ド
ラ
マ
を
更
に
掘
り
下
げ
、

小
説
、
映
画
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
彼
女
た
ち
の
心
情
を
丁
寧
に
描
い
て
い
き
ま

（
7
（

す
。

　

実
際
に
、「
―
舞
台
を
拝
見
し
て
映
画
版
と
の
一
番
大
き
な
違
い
は
、
5
人
の
個
性
が
そ
れ
ぞ
れ
前
に
出
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
問
い
か
け
に
、
演
出
の
本
広
克
行
も
、
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
た
。

　

映
画
は
や
は
り
夏
菜
子
ち
ゃ
ん
の
高
橋
さ
お
り
が
メ
イ
ン
で
、
あ
と
の
メ
ン
バ
ー
1
人
1
人
に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
。
で
も
、
舞
台
で
は
全
員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
は
っ
き
り
出
せ
た
と
思
い
ま

（
8
（

す
。

　

一
方
、
脚
本
を
担
当
し
た
平
田
オ
リ
ザ
は
、
映
画
版
か
ら
の
改
変
に
つ
い
て
、「
―
物
語
は
映
画
か
ら
繫
が
っ
て
い
ま
す
よ

ね
。」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
問
い
か
け
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

（
映
画
撮
影
の
前
の
）
最
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
点
で
、
も
う
舞
台
を
や
る
っ
て
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
や
り
や
す
い
仕
事
で
し
た
ね
。
た
だ
、
今
回
は
黒
木
（
華
）
さ
ん
が
出
ら
れ
な
い
、
と
わ
か
っ
た
時
点
で
吉
岡
先
生
抜
き

で
物
語
を
作
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
あ
と
、
お
客
さ
ん
全
員
が
映
画
を
観
て
い
る
と
い
う
前
提
だ
っ
た
ら
も
っ
と
作
り
や
す

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
映
画
を
観
て
い
な
い
人
に
も
満
足
し
て
も
ら
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
単
独
で
も
成
立
す
る
よ
う
な
作
品
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に
し
な
が
ら
、
映
画
を
観
て
い
る
人
た
ち
に
同
じ
よ
う
な
情
報
を
繰
り
返
す
と
つ
ま
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
は
難
し
か
っ
た
で

す
（
9
（

ね
。

　

こ
う
し
た
現
実
的
な
条
件
も
あ
っ
て
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
時
間
軸
の
幅
は
、
小
説
版
で
い
え
ば
八
～

九
章
の
一
部
に
絞
ら
れ
、
最
も
短
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
場
面
転
換
は
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、（
学
校
関
係
者
や
部
員
の
家
族
、

他
校
の
演
劇
部
員
等
は
登
場
せ
ず
）
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
演
劇
部
員
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
範
囲
を
狭
め

た
こ
と
を
補
う
よ
う
に
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
お
い
て
は
、
演
劇
部
員
に
よ
る
稽
古
や
人
間
関
係
、
そ
れ
ぞ
れ
の
葛
藤
や
成

長
な
ど
が
（
映
画
版
に
お
け
る
心
中
語
の
多
用
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
）
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。

Ⅲ

　

舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
は
、
そ
の
脚
本
を
平
田
オ
リ
ザ
が
担
当
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
田
文
法
と
で
も
称
す
べ
き
、
独
自
の

作
劇
法
に
則
っ
た
会
話
劇
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。〈
静
か
な
演
劇
〉
と
称
さ
れ
る
平
田
独
自
の
演
劇
様
式
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
平
田
の
代
表
作
で
あ
る
『
東
京
ノ
ー
ト
』（
初
演
＝
一
九
八
九
）
な
ど
を
具
体
例
と
し
た
検
討
か
ら
、
次
の
六
点
に
ま
と
め

た
こ
と
が
あ
る
。

（
ａ
）
場
の
提
示
―
時
間
・
空
間
・
交
通
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（
ｂ
）
会
話
の
文
法
―
話
題
の
併
走
・
潜
在
・
同
時
多
発
会
話

（
ｃ
）
物
語
の
脱
中
心
化
―
端
緒
・
期
待
・
受
容

（
ｄ
）
登
場
人
物
の
設
定
―
関
係
・
反
応
・
存
在
の
根
拠

（
ｅ
）
不
可
視
の
力
学
―
モ
ノ
・
人
物
・
空
間

（
ｆ
）
フ
レ
ー
ム
―
境
界
・
引
用
・
複
数

（
（1
（

性

　

平
田
オ
リ
ザ
が
作
・
演
出
を
か
ね
る
青
年
団
公
演
で
は
な
い
『
幕
が
上
が
る
』
だ
が
、
脚
本
を
平
田
オ
リ
ザ
が
担
当
し
た
こ
と
で
、

か
な
り
右
の
文
法
が
生
か
さ
れ
た
作
品
に
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
舞
台
の
様
相
を
紹
介
し
つ
つ
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が

る
』
に
埋
め
こ
ま
れ
た
文
法
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　

舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
は
（
青
年
団
公
演
と
同
様
に
）
開
演
時
間
前
か
ら
舞
台
に
は
地
明
か
り
が
灯
り
、
演
劇
部
が
稽
古
を
す

る
高
校
の
教
室
が
示
さ
れ
る
（
戯
曲
ト
書
き
に
は
「
高
校
の
美
術
室
か
音
楽
室
の
よ
う
な
空
間
。
授
業
用
の
机
が
置
い
て
あ
る
。」

と
あ
る
）。
そ
こ
で
は
、
早
く
来
た
部
員
が
す
で
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
会
話
を
し
て
い
る
。
開
演
後
も
『
幕
が
上
が
る
』
は
、
全

5
場
の
う
ち
、
1
場
、
2
場
、
5
場
が
こ
の
教
室
で
演
じ
ら
れ
る
。
3
場
は
高
校
の
屋
上
、
4
場
は
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
と

教
室
を
離
れ
る
が
、
場
所
移
動
に
も
時
間
の
連
続
性
が
明
ら
か
で
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
さ
お
り
を
中
心
と
し
た
三
年
生
が
登
場
し
て

お
り
、
ゆ
る
や
か
な
同
一
性
を
も
っ
た
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
で
上
演
は
進
ん
で
い
く
（
ａ
）。
そ
こ
に
、
適
宜
演
劇
部
員
（
各
学

年
四
人
ず
つ
、
計
一
六
人
）
が
出
入
り
し
、
定
期
試
験
や
進
路
や
恋
愛
話
な
ど
高
校
生
ら
し
い
会
話
や
、
演
劇
の
稽
古
な
ど
を
通
じ

て
、
学
年
や
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
（
ｄ
）。
そ
の
際
に
は
、
舞
台
上
で
複
数
の
会
話
が
同
時
展
開
さ
れ
る
同
時
多
発
会
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話
も
み
ら

（
（（
（

れ
、
女
子
校
演
劇
部
の
リ
ア
ル
な
会
話
劇
と
い
っ
た
体
裁
も
整
え
ら
れ
て
い
く
（
ｂ
）。

　

こ
こ
で
、
登
場
人
物
一
覧
を
学
年
ご
と
に
、「
役
名
・
愛
称
（
劇
中
劇
の
役
名
）
…
俳
優
名
」
の
か
た
ち
で
掲
げ
て
お
く
。

▽
三
年
生

高
橋
さ
お
り
・
さ
お
り
（
演
出
家
）
…
百
田
夏
菜
子

橋
爪
裕
子
・
ユ
ッ
コ
（
ジ
ョ
バ
ン
ニ
）
…
玉
井
詩
織

西
条
美
紀
・
ガ
ル
ル
（
ザ
ネ
リ
ほ
か
）
…
高
城
れ
に

中
西
悦
子
・
中
西
さ
ん
（
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
）
…
有
安
杏
果

▽
二
年
生

加
藤
明
美
・
明
美
ち
ゃ
ん
（
先
生
）
…
佐
々
木
彩
夏

村
上
舞
（
オ
ッ
ペ
ル
）
…
藤
松
祥
子

成
田
香
穂
（
ブ
ド
リ
）
…
井
上
み
な
み

松
永
美
緒
…
多
賀
麻
美

▽
一
年
生

袴
田
葵
…
芳
根
京
子

坂
下
彩
乃
…
金
井
美
樹

高
田
佳
子
…
伊
藤
沙
莉
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八
木
美
咲
…
坂
倉
花
奈

　

右
の
一
覧
か
ら
で
も
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
の
複
雑
な
構
造
が
垣
間
見
え
る
。
と
い
う
の
も
、
演
出
を
担
当
す
る
さ
お
り
を

の
ぞ
け
ば
、
俳
優
た
ち
は
み
な
、
高
校
生
・
演
劇
部
部
員
を
演
じ
、
さ
ら
に
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
内
の
役
も
演
じ
て
い
く
の

だ
か
ら
。
そ
う
し
た
切
り
替
え
の
一
例
を
、
稽
古
・
演
出
の
様
子
と
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
さ
お
り
の
演
出
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

先
生
（
明
美
）　
（
鐘
が
鳴
り
終
わ
っ
て
）
さ
て
、
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
ま
と
め
を
し
ま
す
。

さ
お
り　
は
い
（
と
稽
古
を
と
め
る
）
…
ま
た
、
元
に
戻
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
…
「
さ
て
」
を
落
ち
着
い
て
入
っ
て
、「
さ
て
」

と
「
で
は
」
の
間
は
、
た
っ
ぷ
り
間
を
と
っ
て
、
あ
と
肩
を
動
か
さ
な
い
。

明
美　
　

は
い
。

さ
お
り　
も
う
一
度
、

明
美　
　

は
い
。

さ
お
り　
は
い
。

先
生　
　

さ
て
、
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
ま
と
め
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
発
話
時
の
内
面
や
雰
囲
気
な
ど
で
は
な
く
、
さ
お
り
は
台
詞
の
テ
ン
ポ
や
間
に
つ
い
て
ダ
メ
出
し
を
し
て
い
く



舞台版『幕が上がる』（原作・脚本＝平田オリザ、演出＝本広克行）を読む…15

（
こ
れ
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
平
田
オ
リ
ザ
に
特
徴
的
な
演
出
手
法
で
も
あ
る
）。
な
お
、
右
の
場
面
で
発
話
し
て
い
る
の
は
二
人
で
あ

る
。
演
出
家
・
さ
お
り
を
演
じ
る
百
田
夏
菜
子
と
、
演
劇
部
員
ユ
ッ
コ
と
し
て
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
先
生
を
演
じ
る
佐
々
木
彩
夏

の
二
人
で
あ
る
。
先
生
の
演
技
に
対
し
て
、
さ
お
り
が
ダ
メ
出
し
を
し
て
、
そ
れ
を
先
生
が
聞
い
て
修
正
し
て
い
く
場
面
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
演
出
家
の
さ
お
り
を
の
ぞ
き
、
俳
優
達
は
二
重
の
演
技
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
急
遽
辞
職
し

た
吉
岡
先
生
を
め
ぐ
る
動
揺
や
、
本
稿
Ⅲ
で
後
述
す
る
中
西
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
軸
に
、
登
場
人
物
は
み
な
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
を
演
じ
る
こ
と
と
高
校
生
と
し
て
の
日
常
が
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
さ
お
り
に
し
て
も
三
年
生
部
員
と
し
て
の
役
割
と

部
長
・
演
出
家
と
い
う
役
割
と
を
兼
ね
て
い
る
。
総
じ
て
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
日
常
生
活
と
稽
古-

上
演
と
を
往
還
す
る
経
験

0

0

0

0

0

0

を
通
じ
て
、
多
く
の
気
づ
き
を
得
て
、
成
長
を
遂
げ
て
い
く
の
だ
。
こ
う
し
た
ご
く
自
然
な
仕
掛
け
に
よ

っ
て
、
上
演
に
は
現
実
世
界
の
俳
優
／
役
と
し
て
の
高
校
の
演
劇
部
員
／
劇
中
の
役
と
し
て
の
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
登
場

人
物
と
、
三
層
の
フ
レ
ー
ム
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
（
ｆ
）。

　

さ
て
、
開
演
直
後
の
舞
台
で
は
、
一
、
二
年
生
が
雑
談
を
し
な
が
ら
部
活
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
実
、
下
級
生
た
ち
は
部

長
の
さ
お
り
を
は
じ
め
と
し
た
三
年
生
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
副
顧
問
と
し
て
演
劇
部
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
た
、
演
劇
経
験
者
の
新
任
教
師
・
吉
岡
先
生
が
突
如
退
職
し
て
し
ま
い
、
い
ま

0

0

、
そ
の
善
後
策
が
顧
問
の
溝
口
先
生
と
話
し
あ

わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　

舞
台
は
メ
イ
ン
と
な
る
演
劇
部
が
稽
古
を
す
る
教
室
で
、
机
が
何
組
か
置
か
れ
て
お
り
、
後
方
に
は
上
手
か
ら
下
手
ま
で
廊
下
が

配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
場
の
提
示
で
あ
る
と
同
時
に
、
廊
下
を
通
じ
て
、
こ
の
奥
に

0

0

0

0

授
業
教
室
や
職
員
室
の

あ
る
高
校
全
体
を
想
像
し
や
す
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
演
を
通
じ
て
演
劇
部
員
た
ち
の
共
通
の
話
題
と
な
る
吉
岡
先
生
の
存
在
な
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ど
も
、
舞
台
上
に
お
い
て
は
直
接
可
視
化
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
可
視
の
力
学
と
し
て
こ
の
舞
台
に
作
用
し
て
い
く

（
ｅ
）。

　

し
て
み
れ
ば
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
は
先
述
し
た
（
ｃ
）
物
語
の
脱
中
心
化
―
端
緒
・
期
待
・
受
容
、
と
い
う
要
素
を
の

ぞ
き
、
平
田
文
法
が
そ
の
基
盤
に
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
と
平
田
文
法
と
は
（
ｃ
）
の
み
が
顕
著
な
差
異

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
前
者
に
お
い
て
は
（
い
か
に
詳
論
し
て
い
く
よ
う
に
）
劇
中
で
提
示
さ
れ
る
課
題
と
そ
の
解
決
が
物
語
の
推

進
力
と
さ
れ
て
い
る
。

　

1
場
で
は
、
吉
岡
の
突
然
の
退
職
に
伴
う
演
劇
部
員
の
動
揺
が
、
部
長
の
さ
お
り
を
中
心
に
描
か
れ
る
。
放
課
後
、
教
室
に
集
ま

り
だ
し
た
演
劇
部
員
た
ち
は
、
各
所
で
様
々
な
話
を
し
、
発
声
や
準
備
運
動
な
ど
を
し
な
が
ら
、
部
長
の
さ
お
り
を
待
つ
。
溝
口
先

生
か
ら
の
説
明
を
聞
い
て
き
た
さ
お
り
を
迎
え
る
部
員
た
ち
に
、
さ
お
り
は
平
然
を
装
い
、
稽
古
を
始
め
よ
う
と
す
る
。
戸
惑
う
下

級
生
た
ち
を
見
か
ね
た
同
期
の
ガ
ル
ル
が
「
も
う
少
し
、
な
ん
か
説
明
し
て
あ
げ
な
よ
、」
と
い
っ
た
後
、
次
の
会
話
が
つ
づ
く
。

さ
お
り　
…
（
手
に
持
っ
て
い
る
書
類
を
見
な
が
ら
）
新
し
い
副
顧
問
を
つ
け
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
日
本
史
の
斉
藤
先
生
。

県
大
会
は
ホ
テ
ル
に
宿
泊
に
な
る
ん
で
、
そ
う
い
う
手
配
と
か
は
斉
藤
先
生
が
や
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
ぁ
、
グ
ッ
チ

じ
ゃ
あ
て
に
な
ん
な
い
か
ら
ね
。

ユ
ッ
コ　
い
や
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、

　
　
　
　

…

さ
お
り　
な
に
？
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ユ
ッ
コ　
吉
岡
先
生
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
ど
う
す
る
か
、
ち
ゃ
ん
と
話
さ
な
い
と
、

さ
お
り　
…
私
が
、
演
出
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

…

さ
お
り　
私
が
、
演
出
を
し
ま
す
。

ユ
ッ
コ　
そ
れ
は
、
分
か
っ
て
る
け
ど
、

さ
お
り　
信
じ
て
、
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
美　
　

…
は
い
。

全
員　
　

は
い
。

　

こ
う
し
て
意
地
を
張
っ
て
強
気
を
装
う
さ
お
り
が
、
演
劇
部
員
中
、
最
も
動
揺
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
右
の
会
話
の

後
、
半
ば
強
引
に
開
始
さ
れ
た
稽
古
は
、
し
か
し
う
ま
く
進
ま
ず
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ=

ユ
ッ
コ
が
稽
古
中
に
キ
ュ
ー
ブ
か
ら
転
げ
落
ち

る
と
い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
ま
で
起
き
て
し
ま
う
。

中
西　
　

大
丈
夫
？

ユ
ッ
コ　
で
も
、

ガ
ル
ル　
ね
え
、
さ
お
り
、
や
っ
ぱ
り
、
今
日
中
止
に
し
よ
う
、

さ
お
り　
…
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ガ
ル
ル　
み
ん
な
、
集
中
で
き
て
な
い
し
、

さ
お
り　
…

ガ
ル
ル　
こ
の
ま
ま
続
け
て
て
も
、
稽
古
に
な
ん
な
い
よ
。

ユ
ッ
コ　
ゴ
メ
ン
、
で
も
私
頑
張
る
か
ら
、

ガ
ル
ル　
い
や
い
や
、
頑
張
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
だ
っ
て
、
吉
岡
先
生
だ
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
。

　
　
　
　

…

ガ
ル
ル　
ゴ
メ
ン
。
吉
岡
先
生
、
関
係
な
く
て
、

さ
お
り　
や
る
よ
、

ガ
ル
ル　
さ
お
り
、

さ
お
り　
じ
ゃ
あ
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
初
心
に
返
っ
て
、
夏
の
合
宿
の
時
や
っ
て
た
み
た
い
に
、
台
詞
わ
た
し
や
り
ま
す
。

続
き
か
ら
で
い
い
で
す
。「
そ
れ
か
ら
、
ザ
ネ
リ
に
は
」
か
ら
、

ユ
ッ
コ　
は
い
。

ガ
ル
ル　
さ
お
り
、
何
意
地
に
な
っ
て
ん
の
？

さ
お
り　
…
い
き
ま
す
。
ハ
イ
、

　

こ
こ
で
も
、
不
在
の
吉
岡
先
生
（
の
存
在
感
）
が
、
口
に
し
た
ガ
ル
ル
ば
か
り
で
な
く
、
演
劇
部
員
全
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
さ
お
り
を
頑
な

0

0

に
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
演
劇
部
本
来
の
目
的
で
あ
る
全
国
大
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会
出
場
を
果
た
す
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
、
以
後
、
吉
岡
先
生
の
不
在
を
い
か
に
乗
り
こ
え
る
か
が
、
さ
お
り
を
は
じ
め
演
劇
部

の
課
題
／
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
プ
ロ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
演
劇
部
が
全
国
大
会
出
場
を
め
ざ

し
て
稽
古
中
の
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
示
さ
れ
る
〝
一
つ
／
離
れ
ば
な
れ
〟
と
い
う
主
題
と
も
関
わ
る
。
な
お
、
演
劇
部
が

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
作
品
は
、
宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ
お
り
が
翻
案
し
た

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
な
の
で
あ
る
。

　

劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
お
い
て
こ
の
主
題
は
、
先
生
が
説
明
す
る
天
の
川
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

先
生　
こ
の
天
の
川
を
、
大
き
な
望
遠
鏡
で
眺
め
る
と
、
一
つ
一
つ
の
小
さ
な
星
が
見
え
ま
す
。
こ
の
乳
の
道
は
、
一
つ
一
つ

が
小
さ
な
星
な
の
で
す
。
そ
う
で
し
た
ね
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
さ
ん
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
…
は
い
。

先
生　
さ
て
、
先
生
は
、
い
ま
、
小
さ
な
星
と
言
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
本
当
は
、
小
さ
な
星
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当

は
小
さ
く
な
い
の
だ
け
ど
、
遠
く
に
、
本
当
に
遠
く
に
あ
る
た
め
に
、
そ
の
星
た
ち
は
、
小
さ
く
見
え
ま
す
。〔
略
〕

先
生　
こ
う
し
て
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
小
さ
な
星
も
、
本
当
は
、
み
ん
な
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
、
離

れ
ば
な
れ
で
す
。

　

さ
し
あ
た
り
は
、
天
の
川
の
見
え
方
／
実
際
に
即
し
て
示
さ
れ
た
主
題
は
、
そ
れ
を
う
け
た
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
に
よ
る
「
私
た
ち
は

一
つ
で
す
か
？　

そ
れ
と
も
離
れ
ば
な
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
台
詞
に
よ
っ
て
、
演
劇
部
員
た
ち
の
も
の
へ
と
変
奏
さ
れ
て
い
く
。
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つ
ま
り
、
劇
中
劇
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ま
ず
は
登
場
人
物
た
ち
の
関
係
性
や
孤
独
感
が
天
の
川
の
あ
り
方
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、
さ
お
り
は
国
語
の
授
業
で
教
わ
っ
た
谷
川
俊
太
郎
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
こ
の
主
題
を
自
分
た

0

0

0

ち
自
身
の
問
題

0

0

0

0

0

0

で
も
あ
る
と
捉
え
て
、
加
筆
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
2
場
に
次
の
台
詞
が
あ
る
。

さ
お
り　
い
き
な
り
台
詞
を
増
や
し
て
ご
め
ん
ね
…
た
だ
、
私
も
考
え
て
…
吉
岡
先
生
が
急
に
や
め
て
…
も
う
一
回
考
え
た
。

私
は
、
本
当
に
一
人
な
ん
だ
っ
て
思
っ
た
。
私
た
ち
は
、
舞
台
の
上
で
な
ら
、
ど
こ
ま
で
で
も
行
け
る
…
で
も
、
私
た
ち
は
、

ど
こ
に
も
た
ど
り
つ
け
な
い
っ
て
言
う
か
、
私
た
ち
よ
り
、
も
っ
と
早
く
宇
宙
は
広
が
っ
て
い
く
。
宇
宙
は
広
が
っ
て
い
く

か
ら
、
み
ん
な
、
い
つ
か
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
…
で
も
、
い
ま
は
、
み
ん
な
一
緒
だ
か
ら
…
み
ん
な
一
人
だ
け
ど
、
み
ん

な
一
緒
だ
か
ら
…

　

こ
う
し
て
、〝
一
緒
／
一
人
〟
へ
と
変
奏-
翻
訳
さ
れ
た
孤
独
と
い
う
主
題
は
、
吉
岡
先
生
不
在
と
な
っ
た
演
劇
部
の
現
状
を
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
悩
む
さ
お
り
を
は
じ
め
と
し
た
演
劇
部
員
た
ち
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
稽

古-

上
演
を
通
じ
て
問
わ
れ
て
い
く
主
題
で
も
あ

（
（1
（

り
、
そ
の
発
端
に
は
双
方
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し
て
吉
岡
先
生
（
の
存
在
／
不
在
）

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
の
1
場
、
つ
ま
り
は
冒
頭
で
提
示
さ
れ
た
課
題
だ
が
、
以
後
も
演
劇
を
軸
と
し
た
課
題
（
と
そ

の
超
克
）
が
本
作
の
主
題
／
プ
ロ
ッ
ト
を
な
し
て
い
く
。
2
場
以
降
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
、
中
西
の
ト
ラ
ブ
ル-

ト

ラ
ウ
マ
で
あ
る
。
詳
し
く
は
次
節
で
論
じ
る
が
、
2
場
で
中
西
は
稽
古
途
中
に
声
が
出
な
く
な
り
、
そ
の
根
因
で
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
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い
か
に
解
決
す
る
か
が
作
品
づ
く
り
と
も
連
動
し
て
鍵
と
な
っ
て
い
く
。
ほ
か
に
も
、
演
出
（
家
）
の
カ
バ
ー
す
べ
き
範
囲
、
稽
古

の
進
め
方
や
俳
優
の
演
技
、
俳
優
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
演
劇
部
員
た
ち
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
。
そ
れ
ら
高
校

生
と
し
て
の
実
感
や
生
き
方
の
悩
み
と
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
稽
古-

上
演
と
が
、
相
互
に
影
響
し
あ
う
過
程
を
通
じ
て
、

演
劇
部
員
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
遂
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
中
西
の
声
が
出
な
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
俳
優
が
台
本
・
登
場
人
物
像
に
疑
問
を
感
じ
て
い
く
場
面
も
描
か
れ

る
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父
を
演
じ
る
ガ
ル
ル
が
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
死
ん
だ
後
の
「
明
日
か
明
後
日
、
み
ん
な
で
う
ち
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
台
詞
に
つ
い
て
、
さ
お
り
に
問
う
と
も
な
く
次
の
よ
う
に
い
う
の
だ
。

ガ
ル
ル　
う
ん
…
で
も
、
私
、
こ
こ
、
ち
ょ
っ
と
よ
く
分
か
ん
な
い
ん
だ
け
ど
、

さ
お
り　
え
？

ガ
ル
ル　
い
や
、
私
、
お
父
さ
ん
い
な
い
し
、
っ
て
言
う
か
、
お
父
さ
ん
っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
言
う
？　

子
ど
も
が
死
ん
だ
あ

と
す
ぐ
に
。

　

こ
れ
を
う
け
て
、（
中
西
同
様
に
）「
ご
め
ん
、
こ
れ
も
辛
い
台
詞
だ
っ
た
の
か
、
ガ
ル
ル
に
は
、」
と
さ
お
り
は
気
づ
く
が
、
そ

こ
か
ら
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
作
品
に
向
き
あ
っ
て
い
く
。

ガ
ル
ル　
本
当
に
違
う
ん
だ
っ
て
、
た
だ
、
こ
ん
な
こ
と
言
う
の
か
な
ぁ
っ
て
、
言
う
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
な
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ぁ
っ
て
、
考
え
る
じ
ゃ
ん
、
役
者
な
ら
、

ユ
ッ
コ　
ま
ぁ
ね
、

さ
お
り　
私
、
全
然
考
え
て
な
か
っ
た
。

ガ
ル
ル　
い
や
、
お
い
お
い
、

さ
お
り　
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
役
の
こ
と
は
、
役
の
気
持
ち
と
か
は
考
え
て
た
け
ど
、
そ
の
役
者
が
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
そ
の

台
詞
を
言
っ
て
る
の
か
な
ん
て
、
全
然
考
え
て
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
、
登
場
人
物
の
心
情
に
近
づ
こ
う
と
す
る
俳
優
（
ガ
ル
ル
）
と
、
そ
れ
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
演
出
家
（
さ
お
り
）
の

悩
み
は
、
少
し
の
時
間
を
へ
て
次
の
よ
う
に
解
決
の
道
筋
が
示
さ
れ
る
。

さ
お
り　
こ
な
い
だ
、
父
親
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
？

ガ
ル
ル　
え
？

さ
お
り　
こ
の
あ
と
の
、
ラ
ス
前
の
シ
ー
ン
、

ガ
ル
ル　
あ
ぁ
、

さ
お
り　
あ
れ
、
私
考
え
た
ん
だ
け
ど
…
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
ね
、
で
も
吉
岡
先
生
が
、
全
部
の
登

場
人
物
に
は
、
全
部
、
役
割
が
あ
る
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
、

ガ
ル
ル　
あ
ぁ
、
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さ
お
り　
少
年
も
、
お
父
さ
ん
も
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
死
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
登
場
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か

な
。

ガ
ル
ル　
ど
う
い
う
こ
と
？

さ
お
り　
中
西
さ
ん
が
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
、
友
達
の
死
を
受
け
入
れ
る
の
に
は
、
宇
宙
を
一
周
す
る
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

っ
て
、

ガ
ル
ル　
う
ん
。

さ
お
り　
で
も
、
お
父
さ
ん
は
四
十
五
分
で
受
け
入
れ
た
。
受
け
入
れ
て
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
こ
と
も
気
遣
っ
て
く
れ
た
。

ガ
ル
ル　
で
も
、
そ
れ
っ
て
、

さ
お
り　
そ
う
…
大
人
に
な
る
っ
て
、
た
ぶ
ん
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
…
そ
れ
は
、
い
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

で
も
、
人
の
た
め
に
何
か
を
し
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
大
人
じ
ゃ
な
き
ゃ
で
き
な
い
で
し
ょ
。

ガ
ル
ル　
う
ん
…
ま
だ
、
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
、

　

こ
う
し
て
生
起
し
た
稽
古
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
、
演
出
家
の
さ
お
り
は
吉
岡
先
生
（
の
言
葉
）
や
中
西
（
の
発
言
）
を
手
が

か
り
に
し
な
が
ら
、
台
本
へ
の
再
解
釈
を
施
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
自
分
た
ち
に
対
し
て
成
長
（「
大
人
に
な
る
」）
を
課
し
て
い
く
。

し
か
も
、「
大
人
に
な
る
」
と
い
う
人
生
上
の
大
き
な
課
題
は
、
吉
岡
先
生
の
退
職
を
う
け
て
動
揺
す
る
さ
お
り
を
励
ま
す
ユ
ッ
コ

が
、
す
で
に
1
場
で
二
人
き
り
に
な
っ
た
際
、
次
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
た
。
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ユ
ッ
コ　
う
ん
…
一
年
前
の
こ
と
、
覚
え
て
る
？

さ
お
り　
え
？

ユ
ッ
コ　
さ
お
り
が
部
長
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
、
三
人
〔
さ
お
り
、
ユ
ッ
コ
、
ガ
ル
ル
〕
で
目
標
立
て
た
で
し
ょ
う
、

さ
お
り　
あ
ぁ
…
う
ん
。

ユ
ッ
コ　
言
っ
て
み
て
、
目
標
。

さ
お
り　
目
指
せ
、
県
大
会
！

ユ
ッ
コ　
…
果
た
せ
た
じ
ゃ
ん
、
目
標
。

さ
お
り　
そ
う
だ
ね
、

ユ
ッ
コ　
あ
と
は
、
だ
か
ら
、
好
き
に
や
れ
ば
い
い
、
思
い
っ
き
り
、
さ
お
り
の
や
り
た
い
よ
う
に
。

さ
お
り　
で
も
…
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
の
が
、
私
の
特
徴
だ
か
ら
な
、

ユ
ッ
コ　
も
う
、
そ
う
も
言
っ
て
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

さ
お
り　
…
だ
ね
、

ユ
ッ
コ　
大
人
に
な
ら
な
い
と
、

　

つ
ま
り
、
こ
の
会
話
は
先
の
場
面
の
伏
線
な
の
で
あ
る
。
演
劇
部
員
た
ち
に
と
っ
て
は
、
台
本
の
再
解
釈
、
稽
古
を
通
じ
て
登
場

人
物
の
心
情
や
言
動
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
分
自
身
の
成
長
と
連
動
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
相
互
補
完
的
な
動

力
に
よ
っ
て
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
は
展
開
さ
れ
て
い
く
。
し
か
も
、
二
つ
前
に
引
用
し
た
場
面
に
つ
づ
く
次
の
台
詞
で
、
さ
お
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り
は
そ
の
こ
と

0

0

0

0

を
自
覚
し
て
い
く
。

さ
お
り　
私
も
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
…
大
人
に
な
る
の
が
い
い
こ
と
か
も
分
か
ら
な
い
…
で
も
私
た
ち
は
、
ど
う
し
て

も
大
人
に
な
っ
て
い
く
。
ず
っ
と
、
こ
こ
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

…

さ
お
り　
私
は
、
吉
岡
先
生
を
許
さ
な
い
。
で
も
ね
、
私
は
先
生
を
憎
ま
な
い
、
恨
ま
な
い
…
私
た
ち
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、

止
ま
っ
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、

　

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス-

経
験
を
、
演
劇
部
員
た
ち
が
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
演
劇
部
員
た
ち
＝
俳
優
た

ち
が
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
お
け
る
〝
一
つ
／
離
れ
ば
な
れ
〟
＝
〝
一
緒
／
一
人
〟
と
い
う
主
題

に
は
説
得
力
が
備
給
さ
れ
て
い
く
。

　

舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
後
半
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
中
西
を
中
心
に
次
節
で
詳
論
す
る
が
、
中
西
が
抱
え
こ
ん
で
い
た
ト
ラ
ブ

ル-

ト
ラ
ウ
マ
の
解
決
に
向
け
て
物
語
は
進
ん
で
い
く
。
そ
こ
で
も
、
演
劇
部
員
た
ち
の
相
互
理
解
の
深
ま
り
が
、
劇
中
劇
『
銀
河

鉄
道
の
夜
』
の
深
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
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Ⅳ

　

本
節
で
は
、
原
作
小
説
や
映
画
版
と
の
大
き
な
差
異
と
し
て
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
導
入
さ
れ
た
、
東
日
本
大
震
災
に
関

わ
る
局
面
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
転
校
し
て
き
て
後
、
主
人
公
た
ち
の
演
劇
部
に
入
部
す
る
と
い
う
設
定

の
、
中
西
の
被
災
体
験
と
し
て
作
中
に
も
ち
こ
ま
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
広
克
行
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

僕
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
震
災
と
か
入
れ
る
の
す
ご
く
嫌
で
、
今
ま
で
ず
っ
と
そ
こ
は
阻
止
し
て
き
た
ん
で
す
。
で

も
オ
リ
ザ
さ
ん
は
、
中
西
さ
ん
が
転
校
し
て
く
る
理
由
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
彼
女
が
稽
古
中
に
声
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
理

由
と
し
て
、
震
災
を
入
れ
た
い
と
。
そ
こ
だ
け
は
オ
リ
ザ
さ
ん
と
意
見
が
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
噓
の
世
界
を
作
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
実
際
に
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
に
失
礼
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
僕
に
は
あ
る
ん
で
す
。
で
も
オ
リ
ザ
さ
ん

は
そ
れ
も
わ
か
っ
た
う
え
で
、「
あ
の
震
災
の
こ
と
を
も
う
忘
れ
か
け
て
い
る
人
た
ち
が
沢
山
い
る
の
だ
か
ら
、
君
た
ち
の
力

を
借
り
て
、
も
う
1
回
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
と
言
い
た
い
」
と
。
す
ご
く
悩
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
結
局
や
る
形
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
批
判
は
周
囲
か
ら
も
お
客
さ
ん
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。「
な
ぜ
ア
イ
ド
ル
に
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を
さ
せ
る
ん

だ
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
オ
リ
ザ
さ
ん
は
そ
こ
は
曲
げ
ら
れ
な
い

（
（1
（

と
。
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つ
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
平
田
オ
リ
ザ
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
導
入

さ
れ
た
の
だ
。
事
実
、
平
田
オ
リ
ザ
は
演
劇
人
と
し
て
東
日
本
大
震
災
へ
の
積
極
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
あ
ら
わ
に
し
て
き
た
人

物
で
も
あ

（
（1
（

る
。

　

こ
う
し
た
変
更
を
う
け
て
、
中
西
役
の
有
安
杏
果
は
「
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
の
台
本
を
初
め
て
読
ん
だ
時
の
感
想
を
教
え
て
下
さ

い
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
問
い
か
け
に
、
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
た
。

中
西
さ
ん
に
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
ん
だ
⁉　

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
中
西
さ
ん
だ
け
で
は
な
く

日
本
の
み
ん
な
が
心
の
中
に
持
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
え
る
言
葉
も
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
こ
う
い
う
台
詞
を
頂

け
た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
心
へ
き
ち
ん
と
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

（
（1
（

す
。

　

こ
こ
で
中
西
の
い
う
《
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
》、《
こ
う
い
う
台
詞
》
と
は
、
中
西
が
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
て
い
た
こ
と
に
関

わ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
が
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
お
い
て
は
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
で
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
を
演

じ
る
中
西
の
ト
ラ
ウ
マ-

ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
描
か
れ
る
。
稽
古
中
に
中
西
の
声
が
出
な
く
な
る
前
、
次
に
引
く
予
兆
の
よ
う
な
場
面

が
あ
る
。

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
で
も
、
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
こ
と
が
、
お
母
さ
ん
の
本
当
の
幸
せ
だ
ろ
う
？

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

…
？
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カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
本
当
の
幸
せ
、

さ
お
り　
　
　
　

本
当
の
幸
せ
は
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
、
独
り
言
で
、
ど
こ
か
遠
く
を
見
る
感
じ
で
。

中
西　
　
　
　
　

は
い
。

さ
お
り　
　
　
　

中
西
さ
ん
、
な
ん
か
言
い
に
く
い
？

中
西　
　
　
　
　

大
丈
夫
、

さ
お
り　
　
　
　

も
う
少
し
、
前
向
い
て
言
っ
て
も
い
い
よ
。

中
西　
　
　
　
　

分
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
さ
お
り
は
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
役
の
中
西
の
発
話
に
演
出
を
つ
け
て
い
る
。
中
西
の
様
子
に
何
か
し
ら
の
異
変
を
感
じ
と
っ

て
い
た
さ
お
り
だ
が
、
こ
の
段
階
で
は
深
刻
に
受
け
と
め
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
さ
お
り
が
気
に
し
て
い
た
の
は
、
主
題
を
深
め
る

た
め
に
行
っ
た
急
な
台
本
の
加
筆
修
正
で
あ
る
。

さ
お
り　
〔
略
〕（
中
西
に
）
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
さ
ん
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
、
自
分
も
答
え
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
？

中
西　
…
は
い
。

さ
お
り　
で
は
、
そ
の
時
の
二
人
の
気
持
ち
は
、
一
つ
で
す
か
、
そ
れ
と
も
離
れ
ば
な
れ
で
す
か
？

中
西　
…
分
か
り
ま
せ
ん
。
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こ
う
し
て
、
自
分
た
ち
演
劇
部
の
状
況
を
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
へ
の
加
筆
を
行
っ
た
さ
お
り
は
、

〝
一
つ
／
離
れ
ば
な
れ
〟
＝
〝
一
緒
／
一
人
〟
と
い
う
引
き
裂
か
れ
た
主
題
を
強
調
し
つ
つ
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
役
の
中
西
に
問
い
か

け
て
い
く
。
こ
の
時
、
う
ま
く
こ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
中
西
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
台
詞
「
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
髪
が
ま
だ
濡
れ
て
る
よ
、

ち
ゃ
ん
と
拭
い
た
方
が
い
い
よ
。」
を
受
け
た
後
の
自
分
の
台
詞
が
、
口
か
ら
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
当
初
、
さ
お
り
は
も
ち
ろ

ん
、
周
囲
に
も
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
、
同
日
、
二
度
目
に
な
る
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
次
の
稽
古
の
場
面
で
表
面
化
し
て
し
ま
う
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

ね
え
、
僕
た
ち
、
ど
こ
ま
で
も
一
緒
だ
よ
ね
。

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
う
ん
、
も
ち
ろ
ん
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　
「
ま
た
、
い
つ
か
」
じ
ゃ
な
く
て
さ
、
ど
こ
ま
で
も
一
緒
だ
よ
ね
。

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。
僕
た
ち
は
、
ど
こ
ま
で
で
も
行
け
る
切
符
を
持
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
髪
が
ま
だ
濡
れ
て
る
よ
、
ち
ゃ
ん
と
拭
い
た
方
が
い
い
よ
。

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
う
ん
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

…

　
　
　
　

…

さ
お
り　
中
西
さ
ん
？

中
西　
　

ご
め
ん
、
ち
ょ
っ
と
、
外
の
空
気
吸
っ
て
き
て
も
い
い
か
な
。
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さ
お
り　
え
？

中
西　
　

ご
め
ん
な
さ
い
。

　

そ
の
ま
ま
「
中
西
、
上
手
に
駆
け
て
い
く
」（
ト
書
き
）。
右
の
稽
古
場
面
で
、
中
西
は
喉
の
あ
た
り
に
手
を
当
て
て
息
苦
し
そ
う

で
、
稽
古
中
に
も
さ
お
り
は
近
寄
っ
て
肩
に
手
を
か
け
よ
う
と
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ガ
ル
ル
が
中
西
を
追
い
か
け
て
い
っ
た
後
、

残
さ
れ
た
ユ
ッ
コ
と
さ
お
り
に
次
の
会
話
が
あ
る
。

ユ
ッ
コ　
大
丈
夫
か
な
？

さ
お
り　
う
ん
。

ユ
ッ
コ　
中
西
さ
ん
っ
て
、
前
の
学
校
で
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

さ
お
り　
う
ん
…
で
も
、
い
ま
、
出
て
た
よ
ね
。

ユ
ッ
コ　
ま
ぁ
、
そ
う
か
、

さ
お
り　
う
ん
。

ユ
ッ
コ　
で
も
、
な
ん
か
、
あ
る
言
葉
だ
け
出
て
こ
な
い
と
か
、
あ
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

さ
お
り　
え
、
な
に
？

ユ
ッ
コ　
だ
か
ら
、
え
っ
と
、

さ
お
り　
え
、
い
ま
、
ど
こ
で
止
ま
っ
た
？
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ユ
ッ
コ　
え
っ
と
（
紙
を
見
て
）「
ね
え
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
、
宇
宙
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
っ
て
知
っ
て
た
？
」

さ
お
り　
私
が
新
し
く
書
い
た
と
こ
だ
。

　

中
西
の
声
が
出
な
い
、
と
い
う
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル-

課
題
が
提
示
さ
れ
て
2
場
は
暗
転
で
幕
と
な
り
、
3
場
が
始
ま
る
。
高
校
の

屋
上
で
さ
お
り
が
「
小
声
で
歌
を
歌
っ
て
い
る
」（
ト
書
き
）。
そ
こ
に
後
輩
の
明
美
が
現
れ
て
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
中
西
に
つ

い
て
の
情
報
が
提
示
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
夏
に
全
国
大
会
に
行
っ
た
際
に
さ
お
り
が
聞
い
た
「
人
間
は
一
人
だ
」、「
宇
宙
で
た
っ
た

一
人
だ
」
と
い
う
中
西
の
発
言
で
、
も
う
一
つ
は
、
明
美
が
級
友
か
ら
聞
い
た
と
い
う
、
中
西
が
中
学
の
と
き
に
岩
手
か
ら
引
っ
越

し
て
き
た
、
つ
ま
り
は
震
災
に
あ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
さ
お
り
が
反
芻
し
て
い
る
う
ち
に
、
ユ
ッ
コ
と
ガ

ル
ル
も
屋
上
に
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
は
吉
岡
先
生
や
進
路
が
話
題
に
な
る
が
、
さ
お
り
は
中
西
が
岩
手
の
出
身
だ
と
い

う
こ
と
を
話
題
に
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
台
詞
が
、
何
か
し
ら
中
西
に
と
っ
て
「
辛
い
台
詞
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
さ
お
り
の
不
安
で
あ
り
、
別
言
す
れ
ば
脚
本
・
演
出
に
際
し
て
の
想
像
力
不
足
へ
の
自
責
で
あ
る
。

　

つ
づ
く
4
場
で
は
、
試
験
期
間
中
に
よ
る
部
活
動
の
活
禁
止
中
、
隠
れ
て
稽
古
を
す
る
た
め
三
年
生
が
集
ま
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
が
舞
台
と
な
る
。
こ
れ
は
、
声
が
出
な
く
な
っ
た
中
西
の
こ
と
を
気
づ
か
っ
た
さ
お
り
の
発
案
で
あ
る
。
遅
れ
て
カ
ラ
オ
ケ
ボ

ッ
ク
ス
に
や
っ
て
き
た
中
西
は
平
然
を
装
っ
て
い
る
が
、
さ
お
り
は
中
西
の
震
災
に
ま
つ
わ
る
話
を
、
次
の
よ
う
に
し
て
積
極
的
に

聞
こ
う
と
し
て
い
く
。

さ
お
り　
中
西
さ
ん
、
少
し
話
し
て
く
れ
な
い
か
な
？



32

中
西　
　

…
な
に
を
？

さ
お
り　
中
西
さ
ん
っ
て
、
中
学
の
と
き
、
岩
手
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
？

中
西　
　

…
あ
ぁ
、

ガ
ル
ル　
さ
お
り
、

さ
お
り　
ゴ
メ
ン
、
な
ん
か
偶
然
知
っ
ち
ゃ
っ
て
、

中
西　
　

別
に
、
隠
し
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

さ
お
り　
そ
う
？

中
西　
　

う
ん
。

さ
お
り　
で
も
、
宮
沢
賢
治
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
教
え
て
く
れ
て
も
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
だ
っ
た
ら
。

中
西　
　

ゴ
メ
ン
…
で
も
、
私
、
岩
手
い
た
の
三
年
く
ら
い
だ
し
、

さ
お
り　
え
？

中
西　
　

岩
手
生
ま
れ
と
か
じ
ゃ
な
い
か
ら
…
お
父
さ
ん
転
勤
族
で
、
た
ま
た
ま
、
そ
の
時
岩
手
に
い
っ
た
っ
て
だ
け
だ
か
ら
、

　
　
　
　

…

中
西　
　

そ
の
時
っ
て
言
う
の
は
、
震
災
の
と
き
。

さ
お
り　
…
で
も
、
震
災
に
は
遭
っ
た
ん
だ
よ
ね
？

　
　
　
　
〔
略
〕

さ
お
り　
で
も
、
だ
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
、
こ
な
い
だ
の
稽
古
の
時
は
、
声
が
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
？
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中
西　
　

…

ガ
ル
ル　
ま
ぁ
、
そ
ん
な
と
き
も
、
あ
る
だ
ろ
う
。

中
西　
　

…

　

問
い
か
け
つ
づ
け
る
さ
お
り
、
止
め
よ
う
と
す
る
ガ
ル
ル
、
少
し
ず
つ
語
ろ
う
と
し
て
い
く
中
西
、
と
い
う
息
詰
ま
る
展
開
の
中

で
、
ユ
ッ
コ
は
カ
ラ
オ
ケ
の
リ
モ
コ
ン
を
操
作
し
た
後
、
ザ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
『
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な
い
』（
歌
詞

＝
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
）
を
歌
い
だ
し
て
い
く
。
こ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
感
情
を
整
理
し
た
の
だ
ろ
う
、
曲
が
終
わ
る
と
次
の
よ
う
に
中

西
が
語
り
だ
す
。

中
西　
　

…
何
に
も
な
い
よ
…
だ
っ
て
、
私
、
い
た
の
盛
岡
だ
し
、
地
震
で
二
日
く
ら
い
停
電
だ
っ
た
け
ど
、
停
電
だ
っ
た
か

ら
、
テ
レ
ビ
も
観
ら
れ
な
く
て
、
何
が
起
こ
っ
て
る
の
か
も
、
あ
ん
ま
よ
く
分
か
ん
な
く
て
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
る
っ

て
の
は
知
っ
て
た
け
ど
、
津
波
の
映
像
と
か
、
あ
と
か
ら
観
た
し
…
で
、
そ
の
う
ち
に
、
避
難
し
て
き
た
人
が
た
く
さ
ん
来

て
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
、
た
く
さ
ん
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
。

　

そ
の
後
、
四
月
に
転
校
し
て
き
た
と
い
う
中
西
は
「
だ
か
ら
、
分
か
ん
な
い
…
な
ん
に
も
…
」
と
い
う
の
だ
け
れ
ど
、
徐
々
に
心

が
ひ
ら
か
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
、
つ
い
に
次
の
よ
う
な
話
を
始
め
る
。
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中
西　
　

で
も
ね
、
あ
の
と
き
岩
手
に
い
た
こ
と
は
、
私
の
、
大
事
な
思
い
出
、
思
い
出
っ
て
い
う
か
、
な
ん
だ
ろ
う
、
大
事

な
時
間
…
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
は
ね
、
あ
の
と
き
岩
手
に
い
た
中
学
生
は
み
ん
な
、
ど
う
し
て
自
分
だ
け
生
き
て
る
ん
だ

ろ
う
っ
て
思
っ
た
。
思
っ
た
っ
て
い
う
か
、
感
じ
た
。
な
ん
で
自
分
は
生
き
残
っ
た
ん
だ
ろ
う
っ
て
感
じ
た
の
…
そ
の
あ
と

の
こ
と
は
分
か
ん
な
い
…
だ
か
ら
、
こ
の
命
を
大
切
に
し
よ
う
っ
て
思
っ
た
子
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
命
な
ん
て
ち
っ
ぽ
け
だ

な
っ
て
思
っ
た
子
も
い
る
だ
ろ
う
し
…
だ
か
ら
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
気
持
ち
は
分
か
ん
な
い
…
で
も
、
き
っ
と
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ

は
最
初
か
ら
分
か
っ
て
た
ん
だ
と
思
う
。

ユ
ッ
コ　
え
？

中
西　
　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
髪
が
濡
れ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
か
ら
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
が
死
ん
で
い
た
の
は
知
っ
て
た
ん
だ
と

思
う
。

ユ
ッ
コ　
…
？

中
西　
　

で
も
、
で
も
、
友
達
の
死
を
受
け
入
れ
る
の
っ
て
、
宇
宙
を
一
周
す
る
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
？

　
　
　
　

…

中
西　
　

時
間
が
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
？

ガ
ル
ル　
…
そ
う
だ
ね
。

　

や
は
り
、
中
西
に
と
っ
て
被
災
時
の
体
験
は
「
大
事
な
時
間
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
死
に
関
わ
る
深
い
ト
ラ
ウ
マ
で
も
あ
っ
た
よ

う
だ
（
右
の
台
詞
か
ら
は
、
中
西
は
友
人
と
死
別
し
た
可
能
性
も
読
み
と
れ
る
）。
し
か
も
、
さ
お
り
が
翻
案
し
た
劇
中
劇
『
銀
河
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鉄
道
の
夜
』
は
、
中
西
の
被
災
体
験
に
突
き
刺
さ
っ
た
よ
う
で
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
髪
が
濡
れ
て
い
る
こ
と
が
何
を
意
味
し
て
い
る

か
ま
で
中
西
は
読
み
と
っ
て
、
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
を
通
じ
て
、
演
劇
部
の
三
年
生
は
中
西
の
ト
ラ
ブ

ル-
ト
ラ
ウ
マ
を
、
ひ
と
ま
ず
は
共
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
ユ
ッ
コ
が
っ
て
い
た
よ
う
に
、「
中
西
さ
ん
の
こ
と
は
、

中
西
さ
ん
し
か
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
」。
中
西
は
「
ザ
ネ
リ
を
助
け
た
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
は
、
本
当
の
幸
せ
を
見
つ
け
ら
れ
た
か

な
？
」
と
誰
に
い
う
と
も
な
く
口
に
し
て
は
、
明
後
日
か
ら
再
開
さ
れ
る
予
定
の
稽
古
（
部
活
）
に
来
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
カ
ラ

オ
ケ
か
ら
退
出
し
て
い
く
。

　

暗
転
を
挟
ん
だ
5
場
の
舞
台
は
、
1
場
の
反
復
よ
ろ
し
く
教
室
に
戻
る
。
部
活
動
の
再
開
日
に
一
、
二
年
生
が
教
室
で
準
備
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
ガ
ル
ル
が
登
場
し
、
場
を
盛
り
あ
げ
て
い
く
と
こ
ろ
も
1
場
と
同
様
で
あ
る
。
中
西
は
姿
を
見
せ
な
い
が
、
演
劇

部
員
た
ち
は
揃
い
、
台
詞
わ
た
し
に
よ
る
稽
古
が
始
ま
っ
て
い
く
。
代
役
の
演
劇
部
員
が
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
を
演
じ
て
い
く
場
面
に
、

次
の
よ
う
な
台
詞
が
あ
る
。

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
だ
か
ら
、
僕
た
ち
は
ど
こ
に
も
行
け
な
い
。
ど
こ
ま
で
で
も
行
け
る
切
符
を
持
っ
て
い
て
も
、
宇
宙
の
端
に

は
た
ど
り
着
け
な
い
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
僕
た
ち
は
い
つ
も
一
緒
だ
け
ど
、
で
も
僕
た
ち
は
離
れ
ば
な
れ
だ
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

ど
う
し
て
？

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
宇
宙
が
膨
ら
ん
で
い
く
よ
う
に
、
僕
た
ち
の
間
も
広
が
っ
て
い
る
ん
だ
。
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ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
、
だ
っ
て
、

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
本
当
だ
よ
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

そ
ん
な
こ
と
な
い
、
だ
っ
て
、
ほ
ら
、

（
ジ
ョ
バ
ン
ニ
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
手
を
握
る
）

　

ほ
ら
、
僕
た
ち
は
、
こ
う
や
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
銀
河
鉄
道
を
旅
す
る
二
人
は
、「
一
緒
」
に
い
な
が
ら
も
「
離
れ
ば
な
れ
」
で
あ
り
、
し
か
も
二
人
の
間
に
は
生
死

の
溝
す
ら
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
手
を
握
る
こ
と
で
、
つ
な
が
り
を
確
か
め
よ
う
と
し

て
い
く
。
個
と
し
て
の
孤
独
を
前
提
と
し
た
友
情
。
そ
れ
は
、
学
年
を
こ
え
て
仲
の
よ
い
こ
の
演
劇
部
、
こ
と
中
西
を
含
め
た
三
年

生
の
四
人
の
関
係
性
を
、
自
己
再
帰
的
に
問
い
返
す
主
題
で
も
あ
る
。
実
際
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
中
盤
ま
で
、
中
西
は
一
人

で
苦
し
み
を
抱
え
て
お
り
、
他
の
三
人
が
中
西
の
被
災
体
験
を
聞
い
て
も
、
す
ぐ
に
理
解
な
ど
で
き
な
い
し
、
中
西
に
し
て
も
急
に

回
復
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
溝0

は
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
稽
古
を
通
じ
て
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
結
末
部

に
お
い
て
、
よ
う
や
く
埋
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
く
。

　

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
入
る
と
「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
と
い
う
単
語
を
き
っ
か
け
に
、
舞
台
が
教
室
か
ら
宇
宙
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

ト
書
き
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
、
暗
転
と
音
楽
が
場
面
転
換
を
告
げ
る
。

　
　

＊
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
が
映
し
出
さ
れ
る
。
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や
が
て
、
照
明
暗
く
な
っ
て
い
く
。

　
　

ジ
ョ
バ
ン
ニ
だ
け
が
、
灯
り
の
中
に
残
る
。

　
　

や
が
て
、
完
全
に
暗
く
な
り
、
数
秒
後
、
ゆ
っ
く
り
と
灯
り
が
入
る
。

　

す
る
と
、
教
室
で
の
稽
古
中
な
が
ら
、
本
番
さ
な
が
ら
の
星
空
が
背
景
に
広
が
り
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
が
展
開
さ
れ
て

い
く
。
―
ザ
ネ
リ
が
川
で
溺
れ
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
が
ザ
ネ
リ
を
助
け
、
そ
の
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
が
命
を
落
と
す
場
面
で
あ
る
。
カ
ン

パ
ネ
ル
ラ
の
父
は
、
息
子
が
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
ジ
ョ
バ
ン
ニ
に
告
げ
た
後
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
カ

ン
パ
ネ
ル
ラ
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
く
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
僕
は
今
日
の
学
校
で
の
最
後
の
時
間
、
本
当
は
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
や
、
眠
っ
て
い
た
の
だ
け
ど
、
君
の
声
に
起
こ
さ
れ
た
。

　

君
は
僕
を
か
ば
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
で
も
君
は
、
君
と
僕
は
一
つ
で
は
な
い
と
言
っ
た
。

　

僕
は
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。

　

悲
し
か
っ
た
け
ど
、
本
当
に
そ
う
だ
と
思
っ
た
。

　

ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
行
き
た
か
っ
た
。
で
も
、
一
緒
に
行
け
な
い
こ
と
は
僕
も
知
っ
て
い
た
よ
。

　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
僕
に
は
、
ま
だ
、
本
当
の
幸
せ
が
何
か
分
か
ら
な
い
。

　

宇
宙
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
、
人
間
は
い
つ
も
一
人
だ
。
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つ
な
が
っ
て
い
て
も
、
い
つ
も
一
人
だ
。

　

人
間
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
い
つ
も
一
人
だ
。
で
も
、
一
人
で
も
、

　

宇
宙
か
ら
見
れ
ば
、
み
ん
な
一
緒
だ
。

　

み
ん
な
一
緒
で
も
、
み
ん
な
一
人
だ
。

　

こ
の
台
詞
を
う
け
て
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
台
詞
と
な
る
と
こ
ろ
で
、
よ
う
や
く
中
西
が
あ
ら
わ
れ
る
。
戯
曲
ト
書
き
に
は
「
ジ
ョ
バ

ン
ニ
の
台
詞
の
途
中
か
ら
、
中
西
登
場
。
／
中
西
、
出
よ
う
と
し
て
い
た
さ
お
り
を
遮
っ
て
、
キ
ュ
ー
ブ
に
の
ぼ
る
。」
と
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
は
、
す
で
に
死
ん
で
い
る
。
親
友
の
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
を
喪
っ
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
、
文
字
通
り
、
一

人
で
死
者
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
、
中
西
演
じ
る
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
あ
ら
わ
れ
、
次
の
場
面
が
つ
づ
く
。

　
　

遠
く
の
キ
ュ
ー
ブ
の
上
に
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
（
中
西
）
が
立
っ
て
手
を
振
っ
て
い
る
。

　
　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
、
く
る
み
を
と
っ
て
叩
く
、

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
！

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ　
（
ク
ル
ミ
を
叩
く
）

ジ
ョ
バ
ン
ニ　
　

ク
ル
ミ
だ
！　

こ
の
ク
ル
ミ
は
、
た
し
か
に
僕
の
手
の
中
に
あ
る
。
僕
も
、
ず
っ
と
持
っ
て
る
か
ら
ね
。

　

カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
！　

ま
た
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
！
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こ
こ
で
は
、
幻
想
と
現
実
、
生
と
死
を
こ
え
て
、
ク
ル
ミ
（
を
叩
く
音
）
の
呼
応
が
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
困
難
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
し
か
し
可
能
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
劇
中
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に
お
け
る
〝
一
人
／
離
れ
ば
な

れ
〟
＝
〝
一
緒
／
ひ
と
り
〟
と
い
う
主
題
の
帰
結
で
も
あ
る
。
二
人
は
、
現
実
的
な
意
味
で
一
緒
に
い
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
の
溺
死
に
よ
っ
て
二
人
は
永
遠
に
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
／
そ
れ
ゆ
え
に
、

「
ず
っ
と
」
二
人
の
友
情
は
つ
づ
い
て
い
く
。
こ
う
し
た
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
様
相
は
、
学
校
を
去
っ
た
吉
岡
先
生
と
演
劇
部
員
た
ち
、

演
劇
部
員
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
も
類
比
的
に
重
な
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
吉
岡
先
生
は
戻
っ
て
こ
い
な
い
し
、
演

劇
部
員
一
人
一
人
も
離
れ
ば
な
れ
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
認
め
、
自
覚
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
本
作
に
お
け
る
「
大

人
に
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

†

　

こ
う
し
た
本
稿
の
検
討
か
ら
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
構
造
化
さ
れ
た
、
複
数
の
プ
ロ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も

そ
れ
は
、
従
来
の
平
田
オ
リ
ザ
の
文
法
と
は
異
な
る
（
ｃ
）
の
観
点
に
関
わ
る
。

　

第
一
に
、『
幕
が
上
が
る
』
は
小
説
版
以
来
、
演
劇
部
が
全
国
大
会
出
場
を
目
指
す
物
語
で
あ
り
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
も

そ
の
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
演
劇
部
の
活
動
・
稽
古-

上
演
を
通
し
て
、
作
品
を
よ
り
よ
く
仕
上
げ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
が
本
作
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
全
国
大
会
出
場
と
い
う
目
的
に
向
け
た
物
語
が
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
進
行
の
動
因
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
部
活
動
の
円
滑
な
展
開
を
妨
げ
る
ト
ラ
ブ
ル
（
吉
岡
先
生
の
退
職
、
部
員
の
無
断
欠
席
ほ
か
）
が
生
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ

を
乗
り
こ
え
て
い
く
こ
と
が
、
第
一
の
物
語
を
進
め
る
た
め
の
不
可
欠
の
サ
ブ
・
プ
ロ
ッ
ト
と
な
る
。
こ
の
両
者
は
舞
台
版
『
幕
が
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上
が
る
』
で
は
連
動
す
る
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
構
成
さ
れ
、
つ
ま
り
第
三
と
し
て
、
演
劇
部
員
た
ち
の
葛
藤
・
成
長
が
、
劇
中
劇
『
銀

河
鉄
道
の
夜
』
の
内
容
理
解
・
演
技
の
深
ま
り
と
連
動
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
強
力
な
サ
ブ
・
プ
ロ
ッ
ト

と
し
て
、
第
四
に
東
日
本
大
震
災
の
体
験
・
記
憶
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
声
が
出
な
く
な
る
中
西
の
、
回
復
の
物
語
が
後
半
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
総
じ
る
か
た
ち
で
、
第
五
と
し
て
〝
大
人
に
な
る
こ
と
〟
と
い
う
物
語
が
、
演
劇
部
員
た
ち
に
よ
っ
て
体
現

さ
れ
て
い
く
。
た
だ
し
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
は
部
活
動
の
大
会
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
の
い
ず
れ
に
も
明
確
な
達
成
（
物
語
の
成
就
）
の
指
標
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
劇
中
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
漠
然
と
あ
る
方
向
を
も
っ

た
プ
ロ
セ
ス
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
単
線
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
右
の
よ

う
に
複
数
化
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
舞
台
版
『
幕
が
上
が
る
』
に
お
い
て
は
、
物
語
は
脱
中
心
化
な
ら
ぬ
多
層
化

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
群
像
劇
の
相
貌
を
整
え
つ
つ
、
そ
れ
で
い
て
目
の
前
の
課
題-

ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
こ
え
る
営

為
の
反
復
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
前
へ
と
進
ん
で
い
く

0

0

0

0

0

0

0

0

。
舞
台
化
さ
れ
た
情
報
の
総
体
が
も
た
ら
す
こ
う
し
た
印
象

0

0

の
集
積
が
、
本
作

に
描
か
れ
た
青
春
な
の
だ
。

注（
1
）「
講
談
社
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
倶
楽
部
」http://book-sp.kodansha.co.jp/topics/m

akugaagaru/　

二
〇
二
〇
・
一
・
一
七
閲
覧
。

（
2
）（
取
材
・
文
＝
阿
部
美
香
）「『
幕
が
上
が
る
』
平
田
オ
リ
ザ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」（『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
二
〇
一
五
・
四
）

（
3
）
注
（
2
）
に
同
じ

（
4
）「
舞
台
「
幕
が
上
が
る
」
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
／
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」https://stage.parco.jp/program

/m
akugaagaru　

二
〇
二
〇
・
一
・
一
七
閲
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覧
。

（
5
）
平
田
オ
リ
ザ
（
取
材
・
文
＝
那
須
千
里
）「
新
し
い
魅
力
を
引
き
出
し
た
映
画
の
力
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』
二
〇
一
五
・
三
上
旬
）

　
　
　

ま
た
、
平
田
オ
リ
ザ
・
本
広
克
行
「
演
劇
の
喜
び
、
可
能
性
」（『
ピ
ク
ト
ア
ッ
プ
』
二
〇
一
五
・
二
）
で
は
、
平
田
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に

紹
介
し
て
い
る
。　―
　

《
佐
々
木
（
彩
夏
）
さ
ん
が
最
初
に
発
す
る
「
さ
て
、
で
は
～
」
と
は
じ
ま
る
セ
リ
フ
を
、
い
き
な
り
20
回
く
ら
い
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
僕
に

と
っ
て
は
ふ
つ
う
の
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
ね
。「『
さ
て
』
と
『
で
は
』
の
間
を
い
ま
よ
り
0.5
秒
縮
め
て
」「『
さ
て
』
の
音
程
が
さ
っ
き
と
違
う
、
さ
っ
き
の
音
で
入
っ

て
」
と
。
0.5
秒
の
方
を
意
識
し
ち
ゃ
う
と
「
さ
て
」
が
上
が
っ
ち
ゃ
う
。「
さ
て
」
を
意
識
す
る
と
、
間
が
詰
ま
っ
ち
ゃ
う
。
4
つ
く
ら
い
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ
な

ん
だ
け
ど
、
全
部
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
Ｏ
Ｋ
は
出
な
い
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
観
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
（
小
声
で
）「
い
ま
の
で
ダ
メ
な
の
⁉
」

「
演
劇
っ
て
こ
ん
な
に
大
変
な
の
」
と
囁
き
あ
っ
た
り
し
て
。》
な
お
、
こ
の
シ
ー
ン
も
含
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
相
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
幕
が
上
が
る
、
そ
の
前
に
。

彼
女
た
ち
の
ひ
と
夏
の
挑
戦
』（T

O
EI CO

M
PA

N
Y

　

二
〇
一
五
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
平
田
オ
リ
ザ
・
本
広
克
行
「
演
劇
の
喜
び
、
可
能
性
」（『
ピ
ク
ト
ア
ッ
プ
』
二
〇
一
五
・
二
）

（
7
）
注
（
4
）
に
同
じ

（
8
）
本
広
克
行
「
も
も
ク
ロ
5
人
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
た
1
年
」（『
演
劇
ぶ
っ
く
』
二
〇
一
五
・
七
）

（
9
）（
小
島
和
宏
＝
文
）「
平
田
オ
リ
ザ
（
原
作
・
脚
本
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（『
ク
イ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
』
二
〇
一
五
・
六
）

（
10
）
拙
著
『
平
田
オ
リ
ザ　
〈
静
か
な
演
劇
〉
と
い
う
方
法
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
五
）。
な
お
、
拙
文
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
と
し
て
の
平
田
オ
リ
ザ
演
劇
」

（『
季
刊
文
科
』
二
〇
一
七
・
五
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
11
）
平
田
オ
リ
ザ
の
戯
曲
に
お
い
て
は
通
例
だ
が
、
戯
曲
の
【
凡
例
】
と
し
て
《
☆
　

―
　

同
じ
数
の
台
詞
を
ほ
ぼ
同
時
に
言
う
。
／
★
　

―
　

前
の
台
詞
に
重
な
る
。
／
／
　

―
　

あ
と
の
台
詞
に
断
ち
切
ら
れ
る
。
／
▲
　

―
　

そ
で
に
は
け
な
が
ら
言
う
。
／
△
　

―
　

そ
で
か
ら
出
な
が
ら
言
う
。》
と
あ
る
。

（
12
）
上
演
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
が
、
戯
曲
に
は
「
私
も
ま
だ
、
う
ま
く
言
葉
に
で
き
な
い
ん
だ
け
ど
、
こ
こ
で
も
う
少
し
、
テ
ー
マ
を
表
に
出
し
て
お
き
た
い
で
す
。
人

間
は
一
人
な
の
か
、
み
ん
な
一
緒
な
の
か
…
答
え
は
な
い
ん
だ
け
ど
…
」（
2
場
）
と
い
う
さ
お
り
の
台
詞
が
あ
る
。

（
13
）
注
（
8
）
に
同
じ



42

（
14
）
平
田
オ
リ
ザ
に
は
、
著
書
『
新
し
い
広
場
を
つ
く
る
　

―
　

市
民
芸
術
概
論
綱
要
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
）
が
あ
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
細
川
俊
夫
の
オ
ペ
ラ
『
海
、
静
か
な
海
』（
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
立
劇
場
、
二
〇
一
六
）
で
原
作
・
演
出
を
担
当
し
て
い
る
。

（
15
）
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
「
お
客
様
と
素
敵
な
空
間
を
作
り
た
い
」（『
演
劇
ぶ
っ
く
』
二
〇
一
五
・
七
）

※
戯
曲
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
、
平
田
オ
リ
ザ
「
舞
台
版　

幕
が
上
が
る
」（『
文
芸
別
冊　

平
田
オ
リ
ザ
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
）
に
よ
り
、
あ
わ
せ
て
、『
舞

台
「
幕
が
上
が
る
」〔
Ｄ
Ｖ
Ｄ
〕』（
パ
ル
コ
、
二
〇
一
七
）
を
参
照
し
、
上
演
に
即
し
て
台
詞
を
改
め
た
。


